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平成 19 年度下期（平成 19 年 10 月から平成 20 年 3 月まで）に、東京・大阪（注 1）・名古屋（注 2）

地方裁判所において、競売の開札日が到来した物件の分析を行った。開札期日到来物件数なので、
地裁の発表する競売申立受理件数とは異なる。 

注１ 大阪……大阪地裁（堺・岸和田支部を除く） 

注２ 名古屋…名古屋地裁(豊橋支部を除く) 
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☆まとめ 

競売市場は、バブル崩壊後長らく低迷が続いたが、これを打破すべく平成 15 年頃

より諸施策が講じられ、また同じく下落が続いていた地価も３大都市圏から徐々に反

転上昇の動きもあり、平成 16・17・18 年と応札者数の増加・落札率の上昇・落札倍

率の上昇が見られた。なお、競売件数は、バブル期の不良債権処理が進んだこと・景

気回復等から、減少著しい。 

一方、平成 19 年は、競売件数は引き続き減少するなかで漸く上昇（ｏｒ下落幅の

縮小）に転じていた地価も早くも反転下落傾向を示し、加えて資金調達環境の激変も

あり、応札者数の激減・落札率の下落・落札倍率の低下という状況下となった。落札

倍率は平均ではまだやや高めではあるが、今後は更に低下が予想される。 

東京・大阪・名古屋地裁のそれぞれの状況は多少の特異性があるものの、３地裁を

通してみた今後の競売市場の大勢は再び過渡期状況に入ったといえる。 

 
 

 
 
 
 
 
 


